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Young stellar objectはしばしば準周期的もしくは非周期的な減光を見せることが知られており、これらは”dip-
per”と呼ばれている。減光の色依存性から、原始惑星系円盤中のダストによって dipperの減光が生じると考えら
れているが、それらのメカニズムは依然として議論され続けている。また、Gaidos et al. (2019)により dipperの
ような減光を示す星形成領域外の天体が報告された。今回我々は 1年間のTESS Full Frame Imageのデータを用
いて、南半球での準周期的もしくは非周期的な減光を示す天体のサーベイを行った。畳み込みニューラルネット
ワークを使用して、私達は 35個の dipperを発見した。これらの dipperは南半球中で広く分布しており、多くは
先行研究と同様に若いクラスターに所属しているが、いくつかの dipperは星形成領域外に存在していることがわ
かった。これらの dipperは、生まれた場所から放出されたもしくは星形成領域外の場所で生まれた可能性が考え
られる。また、今回発見した dipperのうち 3つは、今までほとんど発見されていない年齢が原始惑星系円盤の典
型的なタイムスケールである 10Myrを遥かに超す系であった。これらの系では二次的に生成されたダストによっ
て減光が生じていると考えられ、debris disk等の二次的に生成された円盤の構造を知る手がかりになる可能性が
ある。


